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【報告件数10万件達成！】

2002年

インシデント
報告開始

2004年

報告電子化

2011年1月

現システムでの
収集開始1件目

2020年9月17日

10万件達成！

2011年1月1日
第１件目

「内服薬ベッドに落ちていた」
ベッドに薬が1錠落ちていたのを発見

10万件目の報告は、どの部署から？

10万件の報告達成には、9年8か月間のみなさまがたからの
報告の積み重ねがありました！



インシデント報告から＜うまくいっていること＞を学びます
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**** 解説 ****

 今回の報告は、試薬メーカーの試薬品質の問題が判明した際の対応について
の報告でした。

 何かの問題が発生した際には、それによって影響を受ける範囲を特定し、適
切な対応をとることで、影響を最小化できます。

 京大病院はISO9001品質マネジメントシステムを活用し、品質管理に取り組
み、エラーがあっても、回復できる仕組みを構築しています。

 インシデント報告の中には、＜問題はあったが、うまく対処できた報告＞も
含まれます。

医療安全管理室作成

10万件目の報告者は臨床検査技師
タイトル「結果誤報告」

試薬較正剤のバイアスにより、HER2蛋白検査結果が、平均50%高値

化されて報告されていた。試薬メーカーより診療科に詳細な説明を行
い、保存検体にて新ロットで再測定し、再報告した。

検査部には

ささやかなプレゼントを

お届けしました。

報告文化が定着し、年間1万件以上の
インシデント報告をいただいています。
皆様、本当にありがとうございます！

次の20万件の報告は、あと、何年後
でしょうか！？
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